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　Derybery & Rothbart (1988) は，「 気 質 」 に 関
連する単語 300 項目を整理し，「生理的反応質問紙







えば，Rothbart, Ahedi & Evans, 2000 ; Rothbart, 













紙（Physiological Reactions Questionnaire) を






期に当たるThe Children's Behavior Questionnaire 
（CBQ）， 青 年 期 に 当 た る The Early Adolescent 
Temperament Questionnaire（EATQ）， 成 人 期













ば，Rothbart, Ahedi & Evans, 2000 ; Rothbart, & 









行動活性システム（behavioral approach system: 
BAS）で「衝動性」と表現され，2 つ目は行動抑制







　Carver & White （1994） は，BIS/BAS 尺 度 が，












BAS と BIS の因子の数が揃っていないことから，
項目内容に偏りがある可能性を指摘した。そこで，
Carver & White（1994）の尺度から，BAS に「報
酬の予期と報酬に対する感受性」「報酬の予期によ
る接近行動の起動とその強さ」「新たな報酬体験の























と考え，36 項目からなる Total Self-Control Scale













& Johnson, 2010 ; Schmeichel & Zell, 2007）。 し
かし，因子構造に関しては，「抑制力（restraint）」
と「衝動性（impulsivity）」の 2 因子として扱って
いる研究が多い（例えば，Maloney, Grawitch &, 
Barber, 2012; Frise  & Hofman, 2009 ; Fulford, 
Johmson, &  Carver, 2008）。
⑷　自己制御機能尺度
　 大 内・ 長 尾・ 櫻 井（2008） は， 自 己 制 御 と 社
会的適応との関連を測定する際，海外では「行
動 抑 制（Inhibitory Control）」，「 注 意 の 移 行
（Attention Shifting）」，「注意の焦点化（Attention 
Focusing）」 の 3 つ の 尺 度 か ら 捉 え て い る 研 究
者 が 多 い こ と に 着 目 し た（ 例 え ば，Eisenberg, 
Cumberland, Spinrad, Fabes, Shepard, Reiser, 
Murphy, Losoya & Guthrie, 2001 ; Spinrad, 







































Lieberman, 2007 ; Metcalfe & Mischel, 1999 ; Too, 
Wang, Fan,& Goo, 2014）。





念を想定した。また Wang, Xie, Fan, & Gao（2014）




Too, Wang, Fan,& Goo（2014）は，2155 人の子ど
も対象に 3 歳から 9 歳まで縦断的に調査を行うこと
で，それぞれのシステムの発達的変化を明らかにし
た。その結果は，poor control は 3 歳から 9 歳まで
比較的安定したままであること，good self-control
は 5 歳から 6 歳の間に向上するというものであった。
また，女子は good self-control と poor control の
両方において男子よりも高い得点だった。しかし，
それぞれの年齢と性別間を比較したところ，good 








































































































　Mezo（2009）, Mezo, McCabe, Antony, & Burns
（2005）は，自己制御や自己調整スキルを測定する




る尺度として Self-Control and Self-Management 
Scale（SCMS）を開発した。SCMS に含まれる尺
度は，SCMSk の項目と同様に，「自己監視（Self-































































　 し か し，Gruber & Wildman（1987） や Rude





を「 調 整 型 セ ル フ・ コ ン ト ロ ー ル（Redressive 
Self-Control）」と「改良型セルフ・コントロール














ろ，3 因子から成ることが明らかとなった。第 1 因
子には，問題解決方略や報酬の遅延に関する項目
が含まれていたため，「改良型セルフ・コントロー
ル（Reformative Self-Control）」として 8 項目を
決定した。第 2 因子に含まれる 7 項目は，他者依存
の傾向や自発的な行動に対する消極性を示す内容
であったため「外的要因による行動のコントロー



























Petry, Badger, & Bickel, 1997 ; Cherek, Moeller, 
Dougherty, & Rhoades, 1997 ; Kirby, Petry,& 
Bickel, 1999 ; Yi, Mitchell, & Bickel, 2010）。




























































己主張 13 項目，持続的対処・根気 7 項目，感情・
欲求抑制 9 項目からなる「Social Self-Regulation 
尺度」，安田・佐藤（2002）の「BIS/BAS 尺度」，









型 逸 脱 行 為（Self-Directed Delinquent Behavior; 
SDDB）と他者影響型逸脱行為（Other- Directed 












の Redressive-Reformative Self-Control Scale 尺
度が用いられた。また，遅刻頻度の測定には，川上


























とが報告された（例えば，Arantes, Berg, Lawlor, 
& Grace, 2013 ; Yi, Mitchell, & Bickel, 2010 ; 







Moffitt, Arseneault, Belsky, Dickson, Hancox, 
Harrington, Houts, Poulton, Roberts, Ross, 
Sears, Thomson, & Caspi, 2011; Mischel, Shoda, 
& Rodriguez, 1989 ; Momoi, Ohara, Kouda, 
Mase, Miyawaki, Fujitani, Okita, Murayama, & 
Nakamura, 2016 ; 小林・堀田，2008）。しかし，一
方で，過剰すぎる自己制御は，強迫性障害（Pinto, 
























　Shoda, Mischel, & Peake （1990）は，幼児を対
象に約 15 年間にわたる縦断的な研究を行なった。
研究には，遅延割引課題注１）の Marshmallow Test 









されている（Mischel, Shoda, & Rodriguez, 1989）。
さ ら に，Moffitt, Arseneaul, Belsky, Dickson, 
hancox, Harrington, Houts, Poulton, Roberts, 





























& Rothbart, 2006； 中 川・ 木 村・ 鋤 柄・ 水 野，
2011；Sukigara, Nakagawa, & Mizuno, 2015；
Rothbart, Ahadi, Hershey, & Fisher, 2001；




の（ 例 え ば，Capaldi & Rothbart, 1992；Ellis & 




Gartstein, & Rothbart, 2006： 中 川・ 木 村・ 鋤





















































































明らかになった（例えば，Yi, Mitchell,& Bickel, 
2010；Madden, Petry, Badger, & Bickel, 1997；
Moffitt, Arseneault, Belsky, Dickson, Hancox, 
Harrington, Houts, Poulton, Roberts, Ross, 
Sears, Thomson, & Caspi, 2011; Mischel, Shoda, 
& Rodriguez, 1989 ; Momoi, Ohara, Kouda, 
Mase, Miyawaki, Fujitani, Okita, Murayama, & 






Arseneaul, Belsky, Dickson, hancox, Harrington, 
Houts, Poulton, Roberts, Ross, Sears, Thomson, 
& Caspi, 2011；Casey, Somerville, Gotlib, Ayduk, 
Franklin, Askren, Jonides, Berman, Wilson, 

































































Arseneaul, Belsky, Dickson, hancox, Harrington, 
Houts, Poulton, Roberts, Ross, Sears, Thomson, 
& Caspi, 2011；Casey, Somerville, Gotlib, Ayduk, 
Franklin, Askren, Jonides, Berman, Wilson, 
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